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昨年度、鳥インフルエンザシーズンから令和3年4月30日時点で国内において、

下図のとおり、家きん飼養農家で18県52事例発生、死亡野鳥などから18道県58

事例の高病原性鳥インフルエンザウイルスが確認されました。

対馬市内においても、発生予防対策として５つの対策を行いました。

① 河川、海などの野鳥（特に水きん類）生息状況調査とリスク分析。

② 全農家への消石灰配布と散布指導。

③ 鶏舎周囲の雑木の整備指導。

④ 農家立入り回数の増加と、防鳥ネット破損の有無のチェック。

⑤ 国内および韓国の発生について、その都度、情報提供と注意喚起。

皆様のおかげで、県内で高病原性鳥インフルエンザの発生はありませんでした。

引き続き、今年度も飼養衛生管理基準の遵守徹底および特定症状の早期発見・

早期通報を徹底するようお願いいたします。

鳥インフルエンザの発生状況

農林水産省HPより抜粋



令和３年７月６日、当所会議室で家畜保健衛生事業推進会議を開催しまし

た。市、農協、農業共済組合、県農業振興普及課から参加があり、令和２年

度家畜防疫対策及び令和３年度の各種事業概要の他、令和２年度の家畜診療

及び牛繁殖成績、口蹄疫及び鳥インフルエン

ザ発生状況の情報提供、飼養衛生管理基準の

遵守について説明を行いました。

また、その後、協働体制の立ち上げとして

「対馬地域飼養衛生管理指導強化推進協議会」

を開催しました。市、農協、農業共済組合、

診療所と共に飼養衛生管理基準の遵守指導を

実施して参りますので、皆様のご協力をお願

いします。

６月1日、９日にそれぞれ、壱岐家畜市場、熊本家畜市場が開催され、

対馬から１３頭（黒毛）、25頭（褐毛）が出荷されました。

成績は以下のとおりです。

取引頭
数（頭）

最高セリ
価格（円）

平均セリ
価格（円）

平均体
重（kg）

kg単
価（円）

平均
DG

壱岐
雌 4 691,000 524,250 262 1,984 0.91

去勢 9 784,000 701,222 278 2,772 1.06

熊本
雌 8 670,000 590,625 302 2,275 1.08

去勢 17 816,000 656,353 328 2,200 1.16

●寒冷紗やよしずによる日よけ
●新鮮な水をたっぷり給与
●扇風機による畜体への送風や散水
＊送風は首から肩にかけて行うと効果的
＊ミストを活用（対馬でもやってます。）

●粗飼料の細断給与、飼料の多回給与や夜間
給与で食欲増進

●こまめな健康観察
＊牛のわき腹が激しく動いている
⇒熱中症に注意

肉用牛の暑熱対策をお願いします！

家畜保健衛生事業推進会議開催

壱岐・熊本家畜市場成績



編集後記

○令和３年度 組織図

今年度より、対馬家保に配属となりました中川と申します。
以前は、山口県の下関市保健所（動物愛護管理センター）で犬猫の業務を
3年間行っていました。長崎県には、旅行で何度か来たことがありますが、
離島は初めてです。配属先が対馬ということで、生活環境が大きく変わり、
慣れないことが多いです。離島生活は娯楽が少ないと言う話をよく聞きま
すが、私にとっては、趣味の魚釣りが出来て最高です。
畜産の業務は初めてなので、法律関係や繁殖診断などは日々勉強です。１
日も早く業務や技術を身に付けて、１頭でも多く生産できるよう取組んで
いきます。ご迷惑をおかけするかもしれませんがご指導のほどお願いいた
します。

家畜衛生課（対馬家畜保健衛生所）

課長（所長）
浦川 明久

係 長
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中川竜太朗

お世話になりました。
係長 宮本 全 ⇒ 県南家畜保健衛生所 肉牛酪農班 専門幹

7月初旬、豊玉町から出る遊漁船にお邪魔しまし
た。当日、爆風で湾外の波が高かったため、湾内で
釣りを行いました。気温はそんなに上がらなかった
ので、気持ちよく船の上で釣りができました。釣果
は、イカ、イトヨリダイ、エソと厳しかったです。
写真のようなミサゴの巣もみれました。
次回こそ、１０キロのヒラマサを釣ります。

対州馬について
ご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、対州馬とは日本在来馬の一種

で、対馬で古くから飼われている馬で、元寇の役でも活躍したと伝えられてま
す。島内には42頭の対州馬が飼養されており、家保として飼養管理指導等、馬
事振興に努めているところです。
先日、直腸検査と超音波診断機にて妊娠

鑑定を行った結果、受胎を確認しました。
今後もペアリングする予定で、少しずつで
すが、対州馬の増頭が図られています。


